
FCT 第 14 回メディア・リテラシー研修セミナー報告 

「東日本大震災とメディア・リテラシー」 

 

2011 年 8 月 6 日（土）～８月７日（日）の日程で、県立かながわ女性センター会議室

において、恒例の研修セミナーを開催しました。 

参加者は、首都圏を中心に、秋田県、福島県、大阪府、京都府、愛知県などから集ま

り、所属は小学校・高校・大学教員、大学生・大学院生、NPO 関係者、行政担当者、市

民活動家、メディア制作者などです。このように多様な参加者によるセミナーは、今後、

各地域での学校教育、および生涯学習の場、または職場において、メディア・リテラシ

ーの実践に即、繋がる事業であると確信しています。 

今回のセミナーでは、3月 11 日に東北・関東地方を襲った東日本大震災のテレビ報道

をテーマに、メディア分析をおこないました。ワークショップを各セッションに取り入

れ、参加と対話によりメディア・リテラシーの獲得を目指しています。さらに、7 日午

後には、オープン・フォーラム「東日本大震災とメディア・リテラシー」を開催し、ゲ

スト・スピーカーの問題提起、ＦＣＴによる分析中間報告、参加者の意見交換などをお

こないました。 

セミナーでは、セッション１でメディア・リテラシーとは何かを、『新版 Study Guide

メディア・リテラシー入門編』をベースにして学び、その実践編として、2009／2010Ｇ

ＭＭＰ（Global Media Monitoring Project）報告をおこなっています。ＧＭＭＰとは

国連第 4 回世界女性会議を機にスタートし、5 年ごとに実施するニュース番組のモニタ

ー活動で、今回は 108 ヵ国の市民が参加しています。そのデータによれば、女性はニュ

ースに登場する人物の 24％に過ぎず、女性の過少評価が、世界的規模でみられることが

数字で示されています。 

セッション２「テレビＣＭと私たち」は、メディア分析の基本となる映像言語をＣＭ

を通して学ぶもので、震災後頻繁に放送されたＡＣ広告の中から、高校生の登場する「思

いやりの気持ち編」と、プロ選手による「サッカー編」をテクストにしてワークショッ

プをおこないました。合せて、メディアの産業的側面を学ぶ意味で、「ＡＣ広告とはな

にか」、「東京電力とマスメディア」の説明をしています。 

セッション３「メディアは『現実』を構成する」は、震災から３ヵ月後の６月 11 日

ＮＨＫの『ニュース７』より今日一日を伝えるドキュメントを選び、分析しています。

ワークショップの参加者からは、「6月 11 日を、被災者の個人的体験に特化して選択し、

心の持ち用を語っている」「被災者に寄り添うように、祈りのシーンが多く登場し、ド

ラマ仕立てになっている」などの発言がありました。また、３ヶ月目のニュースとして

取り上げられていない情報として、「原発事故による被曝の問題」「ライフラインの復旧

など公的な動き」が取り上げられていないとの指摘がありました。 

セッション４「メディアの伝える価値観・考え方」では、3月 14 日のＴＢＳ『ニュー

ス 23 クロス特別番組』より、二本松市のスクリーニングに訪れた市民にインタビュー

をするトピックをテクストにしています。子どもの被曝を心配する若い母親と、現地の

取材記者、スタジオのキャスターや専門家など、登場人物を中心に価値観を分析してい

http://www.mlpj.org/ct/ct-pdf/fum_2011of.pdf
http://www.mlpj.org/gn/bun.shtml


ます。 

セッション５はオープン・フォーラムですが、ここでは、フォーラムの「第 3部メデ

ィア・リテラシーの日常化とは～会場との対話」より、発言の一部を紹介します。 

ゲスト・スピーカーの女性「このフォーラムを通して、新聞記者として、何が報道で

きたのか、また、報道できなかったのかを、一緒に考える機会にしたいと思っています。

久しぶりにワークショップに参加をして、今後は社内研修にも、メディア・リテラシー・

ワークショップを取り入れるのも一案ではないかと感じました」 

大阪から参加の男性「２日間の研修セミナーに参加をした小学校の教師です。生徒が、

教師の意図を汲み取るのではなく、自分はどう思うのかを日頃から考える力をつけるた

めに、メディア・リテラシーの分析の手法を、教育現場でも活用できるのではないかと

気づきました」 

福島から参加の男性「このフォーラムでは、メディアと原発をテーマに取り上げてい

るので、大学における研究の展開のために、メディア・リテラシーの手法を学びに来ま

した。今後も、情報交換を続けていきたいと思います」 

 

今回の研修セミナーは「東日本大震災とメディア・リテラシー」というテーマにそっ

て組み立ててありますが、セミナーおよびフォーラム参加者をふくめ、ファシリテータ

ーにとっても、公共の電波を使用するテレビ・メディアを、オーディアンスの立場から

どう捉えるかをあらためて考える貴重な機会になったと考えています。 
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